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空きスペースを、

持続的な収益資産へ。
店舗・施設の空きスペースを活用した低圧蓄電所の投資ご提案

分散型エネルギー  × 次世代インフラ投資

株式会社R I PACE
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R

C O M P A N Y  P R O F I L E

電気・太陽光・蓄電設備を、設計から保守まで一貫して担

う技術パートナー

株式会社RIPACE

C O M P A N Y  P R O F I L E

株式会社RIPACE

本社

東京都葛飾区金町4-18-2

代表者

代表取締役　澤井　健造

設立

2023年10月

事業内容

一般電気工事

太陽光発電設備

(屋根上・野立て) 設計・施工・メンテナンス

技術と実務

電気工事と太陽光発電設備の設計・施工・保守を一

貫して手がける技術系のパートナーです。

屋根上・野立て太陽光、そして蓄電設備の電気系統

まで、設置から申請、運用まで現場のスキルを活か

してワンストップで対応します。

電気と太陽光、その先に蓄電。

設置から長期運用まで、現場力で支えます。
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F E A T U R E S

低圧蓄電所ビジネスが持つ、4つの固有価値

01 小さな面積から始められる

約 2 0㎡ (空きスペース 1区画分のサイズ )

大規模な造成や用地開発は不要。既存の小スペースを起点に、新た

なインフラ事業を始められます。

02 15年かけて利益を積み上げる

導入後も継続して収益が積み上がる仕組み。短期の売却益ではな

く、長期的な資産形成の枠組みです。

03 成長する電力インフラ市場

再エネ拡大と系統安定化ニーズの高まりを受け、関連市場は今後も

拡大が見込まれる成長分野です。

04 土地活用の選択肢が複数ある

既存の発電所用地、所有地、新規取得地など、目的に合わせて複

数の参入口を選べます。
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M A R K E T  M E C H A N I S M

電力の周波数と蓄電池の即応力

蓄電池は需給のズレに秒単位で応答し、電力系統の安定を支える。投資家にとっては新たな収益機会となる仕組みです。

電力不足の場面

需給がひっ迫し周波数が下がる

50Hz → 低下

蓄電池の役割

充放電を瞬時に切り替え
周波数を安定させる

放電(応答)/ 充電(余剰吸収) を双方向で対応

電力余剰の場面

需給が余り周波数が上がる

50Hz → 上昇

T H R E E  P O I N T S

01
系統側の役割

電力の周波数変動を秒単位で調整する重要な役割を担う。

02
蓄電池の強み

高速応答・繰り返し運転に適し、市場参加しやすい。

03
投資家にとっての意味

インフラ型の収益機会として注目される。

※説明はイメージです。実際の収益や運用条件は、市場制度・運用状況により変動します。
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PART II
空 き ス ペ ー ス の オ ー ナ ー 様 へ の ご 提 案

店舗・施設の空き区画を、

低圧蓄電所として活かす。

営業動線や来客動線への影響が少ない区画を使って蓄電設備を導入します。元々の土地・区

画の使い勝手を損なうことなく、空きスペースを収益化へ転換する提案です。

I N  T H I S  P A R T

01 導入メリットと設置配慮

02 事業スキームと事前確認事項

03 システム仕様と設置工事概要

04 15年シミュレーションと投資指標

05 運用モデル / リスク / 今後の進め方
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O W N E R  B E N E F I T S

オーナー経営にもたらす 3つの価値

01
R E V E N U E

新たな収益の柱

敷地の一部に設備を設置して賃料収入を得る。未

活用スペースの価値を最大化する、新たな収益の

柱に。

02
D E C A R B O N

脱炭素と環境価値

再エネ蓄電設備の導入でCO2削減に貢献。環境配

慮型施設として企業イメージと物件価値の向上

へ。

03
L O W  I M P A C T

負担を抑えた導入

大規模な建物改修は不要。敷地や空き区画の一部

だけを使うため、営業や店舗運営への影響は最小

です。

S E T U P  I M A G E

蓄電池設置位置

(区画端・入口から遠い場所)
来客・利用者用スペース

(従来どおり利用可能)

●初期投資負担の抑制

●営業・利用への影響を最小化

●資産価値の向上
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S A F E T Y  &  P L A C E M E N T

来訪者の安心を

毀損しない、

設置のための

5つの着眼点

営業や来店動線に支障の出ない配置を最優先と

し、収益性と安全性を両立させます。
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C O N S I D E R A T I O N S

01 駐車動線を妨げない区画を選ぶ

来訪者の車両導線に干渉しない区画を優先的に選定します。

02 入口から離れた区画を優先

施設入口から遠い場所や、利用頻度の低い区画を優先します。

03 安全柵・車止め・注意表示

車両・歩行者との接触事故を防ぐ安全対策を併せて実施します。

04 騒音・景観・夜間照明への配慮

施設イメージと周辺環境に調和する設計、運用が必要です。

05 保守・点検動線の事前確認

メンテナンス作業のしやすさを確保する配置を、設計段階で織り込みます。



S C H E M E

オーナー様が主導権を握る、自己所有の事業スキーム

設備の所有者をオーナー様とし、設置・運用方針もオーナー主導で進めるモデル。設備を自社資産として保有しながら、電力市場と需給調整市場で収益化をめざします。

OWN E R

空きスペースの
オーナー様

設備の所有者

設備を所有

設備投資を実施

運用方針を決定

収益を取得

PA R T N E R

株式会社RIPACE

設置施工・申請・メンテナンス

設置施工

申請

メンテナンス

A G G R E G ATO R

アグリゲータ

市場参加・運用・取引

市場参加

運用

取引

M A R K E T

電力市場

売電・需給調整収益

蓄電池による電力取引

需給調整市場への応札

収益データの発生

(市場連動)

B E N E F I T S

M1.
市場収益を最大化

市場収益がオーナー様に帰属する長期的な収益拡大が期待できま

す。

M2.
自社資産として保有

資産として計上でき、将来の活用選択肢が広がります。

M3.
運用方針を柔軟化

収益重視・防災重視など、目的に応じた運用が可能です。

※収益性は市場価格や運用条件により変動するため、収益を保証するものではありません。
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① 設計・施工・

保守の委託

② 市場運用の連

携

③ 市場参加・取

引

④ 収益・運用実績の共有 (アグリゲータ → オーナー様)



P R E - C H E C K S

導入可否を判断するための、8つの事前確認項目

まずは対象の空きスペースごとの現地調査・図面確認が重要です。

01 設置区画の広さ・形状・位置

設置可能なスペースの広さ・形状・位置の確認。

02 区画利用への影響

設置に伴う区画・動線への影響の確認。

03 電力会社との接続可否

受電容量・電源位置・系統連系の可否。

04 搬入・基礎工事の可否

搬入経路の幅員・高さ制限、基礎工事の実施可否。

05 消防・安全面の適合性

消防法・電気設備技術基準への適合性、離隔距離。

06 契約期間と更新条件

契約期間の目安、中途解約条件、更新の可否。

07 撤去・原状回復条件

撤去時の原状回復範囲・費用負担。

08 景観・近隣への配慮

景観・騒音・振動、近隣対応の必要性。

確認結果をもとに、最適な設置可否・プランを提案します。
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S Y S T E M  S P E C

採用システムと基本仕様

メーカー: GoodWe社製 産業用蓄電システム(屋外用・コンパクト筐体)

O U T P U T  /  C A P A C I T Y

100kW

／200kWh
2 0 0 k W h仕様

単一定格容量の倍増スケール。市場への応札機会と長期収益ポテン

シャルを広げる大容量モデル。

必要面積

約10坪

200kWh構成

(現地条件により変動)

騒音目安

55〜60dB

オフィス空調相当の静かさ

立地

近隣住宅地
でも検討可

静音設計により

周辺環境配慮

R E S I L I E N C E  &  E X P A N S I O N

単なる投資にとどまらない、レジリエンス資産へ

将来的な非常用バックアップ電源(BCP対策)、および既存発電所との直接連携も見据えた次世代設備で

す。

安定した事業運営とリスク低減、持続的な成長を支えます。
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I N S T A L L A T I O N  P L A N

設置計画と工事プロセスの全体像

既存の空きスペースの一部区画を活用し、小規模な蓄電設備を設置します。電気を蓄え、必要な時間帯に電力

会社の電線へ送る設備です。建物新築は不要、営業を続けながら導入できます。

D U R AT I O N

約1〜2週間

E Q U I P M E N T  F E AT U R E S

01.  建物の新築は不要

02.  既存の空きスペースの一部区画で設置可能

03.  コンパクトな機器構成

04.  無人・遠隔管理(人の常駐なし)

05.  営業時間中も安全に配慮

06.  騒音・振動は小さく周辺環境配慮

D E V I C E  F L O W

既設の配電線

(電力会社系統)

集電箱

(ポール取付)

蓄電池設備
屋外用・コンパクト

100kW / 200kWh

小型トランス

(電圧変換)

系統へ送電

(市場取引)

▲ 充電(余剰吸収) / 放電(応札)(双方向)

C O N S T R U C T I O N  S T E P S

① 区画養生・安全対策 ② 蓄電池設備の設置 ③ 集電箱の取付(ポール)

④ 小型トランスの設置 ⑤ 配線工事(地中または架空) ⑥ 安全設備(フェンス・車止め等)

工事中は一部区画の利用制限・一時的な作業車両の出入りが発生しますが、施設営業を継続しながら影響を抑えて実施します。運用開始後は無人での遠隔

監視、日常的な騒音や臭気はほとんどありません。
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R E F E R E N C E

設置のイメージ — 現地実例

空きスペースの一部区画に設置。大部分は従来どおり利用できます。

来客・利用者用スペース（大部分は従来どおり利用可能） N.01 S I T E  E D G E

敷地端部の一部区画を活用

写真の蓄電池ユニットは、敷地の端部に

集約して設置しています。

N.02 P U B L I C  S P A C E

ご来店・ご利用スペース

残りのスペースは従来どおり来店・利用に

供用でき、機能を損ないません。

N.03 S A F E T Y

安全柵・車止めで周囲を保護

フェンスと黄色い車止めで車両・歩行者との

離隔を確保しています。

※本ページは設置実例の写真を参考として掲載しています。実際の区画面積・機器仕様・設置条件は、現地調査により個別にご提案します。

空きスペース蓄電所  提案資料 1 2  /  1 8

蓄電池設置エリア

（敷地端部の一部を活用）



1 5 - Y E A R  S I M U L A T I O N

200kWh 蓄電所 収支シミュレーション
単位: 千円・税抜 ／ 年度: 1年目=2027 … 15年目=2041

項目
1年
2027

2年
2028

3年
2029

4年
2030

5年
2031

6年
2032

7年
2033

8年
2034

9年
2035

10年
2036

11年
2037

12年
2038

13年
2039

14年
2040

15年
2041

■  収入 (千円・税抜 )

需給調整収益(一次オフライ
ン)

6,557 6,193 5,828 5,464 5,100 4,736 4,371 4,007 3,643 3,278 3,206 3,133 3,060 2,987 2,914

卸売市場収益(JPEX値差) – – – – – – – – – – – – – – –

収入合計 6,557 6,193 5,828 5,464 5,100 4,736 4,371 4,007 3,643 3,278 3,206 3,133 3,060 2,987 2,914

■  費用 (千円・税抜 )

託送基本料金+容量拠出 −474 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60 −60

発電側課金 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40 −40

電気料金(再エネ賦課金含) −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91 −91

O&M(概算) −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100

保険(概算) −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100 −100

蓄電池運用委託(AM費用) −885 −855 −826 −797 −768 −739 −710 −681 −651 −622 −616 −611 −605 −599 −593

固定資産税(耐用17年) −302 −263 −230 −201 −175 −153 −133 −117 −102 −89 −78 −68 −59 −52 −45

廃棄費用 – – – – – – – – – – – – – – –

支出合計 −1,991 −1,510 −1,447 −1,389 −1,334 −1,283 −1,234 −1,188 −1,144 −1,102 −1,085 −1,070 −1,055 −1,042 −1,029

■  収支 (千円・税引前 )

税引前FCF(収入−支出) 4,566 4,683 4,381 4,075 3,766 3,453 3,137 2,819 2,499 2,176 2,121 2,063 2,005 1,945 1,885

累計FCF(初期投資控除後) −18,434 −13,752 −9,371 −5,296 −1,530 1,922 5,059 7,877 10,376 12,552 14,672 16,735 18,740 20,685 22,570

前提: 蓄電容量200kWh／需給調整出力49.9kW(一次オフライン)／入札コマ数40コマ/日×365日／想定入札単価9.0→4.0円/kW/コマ(年次逓減)／初期投資額23,000千円(税抜)／運転開始2027年4月。収入は需給調整収益のみ。

費用内訳: 託送基本料金+容量拠出(初年度は容量拠出加算)／発電側課金／電気料金(再エネ賦課金含)／O&M・保険(概算)／蓄電池運用委託AM費用(月額3万円+収入の8%)／固定資産税(耐用年数17年)。主任技術者費用・廃棄費用は0。

借入なし、法人税等は本表に含めず「税引前FCF」で評価。本シミュレーションは「低圧蓄電所収支検討エクセルシート v1」に基づく想定であり、収益を保証するものではありません。需給調整市場の一次オフラインは、応札量増加により競争原理が働き収益機会が徐々に減

少することが想定されます。託送・発電側課金・電気料金・再エネ賦課金等は今後変更される可能性があります。
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I N V E S T M E N T  D A S H B O A R D

200kWh 投資指標の総合ダッシュボード
前提: 蓄電容量200kWh ／ 初期投資23,000千円(税抜) ／ 需給調整出力49.9kW・40コマ/日 × 365日 ／ 入札単価9.0→4.0円(逓減) ／ 運転開始2027年度 ／ 法人税等は税引前FCF評価のため含まず

0 1  総事業費 (税抜 )

23,000千円

0 2  1 5年間総収入

64,476千円

0 3  累計収入率

280.3%

0 4  年間平均  表面利回り

18.7%

0 5  2年目  表面利回り

26.9%

0 6  累計 F C F (初期投資控除後 )

22,570千円

0 7  税引前  投資回収

5.4年

0 8  税引前P I R R

12.9%

A .  収入推移 (需給調整収益・千円 )

1 3 5 7 9 11 13 15

6,557

2,914

B .  税引前 F C F (千円 )

1 3 5 7 9 11 13 15

4,683

1,885

C .  累計 F C F (初期投資控除後・千円 )

±0

1 3 5 7 9 11 13 15

22,570

−18,434

主要サマリー: 総収入 64,476千円 ／ 総費用(初期投資23,000千円含む) 41,906千円 ／ 税引前累計FCF 22,570千円 ／ PIRR 12.9% ／ 回収年数 約5.4年 ／ 年間平均表面利回り 18.7% ／ 2年目表面利回り 26.9% ／ 営業利益率(累計) 35.0%

15年間の総収入は約 6,448万円規模 ／ 投資額2,300万円に対し累計収入率 280.3% ／ 約 5.4年で投資回収 ／ 15年間の税引前累計FCFは約 2,257万円(初期投資控除後)

参考指標: 1年目営業利益率(税引前FCF／収入) 69.6%

作成日: 2026年9月※本シミュレーションは収支検討エクセルシート v1(一次オフライン想定)に基づく参考値であり、収益を保証するものではありません。
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O P E R A T I O N  F L O W

オーナー様の役割は投資のみ、運用は専門チームへ

S T E P  1

お客様
(空きスペースのオーナー様)

投資主体・設備所有

「設備購入・所有」

S T E P  2

株式会社RIPACE

総合窓口・管理・

蓄電池設置・申請業務

「窓口・管理・設置・申請」

S T E P  3

アグリゲータ
(市場運用の専門パートナー)

市場運用・遠隔制御

収益管理

S T E P  4

需給調整
市場

取引・

収益発生

R E V E N U E  P A T H

需給調整市場 →  アグリゲータ(収益を受領し管理) →  お客様へ収益還元

R O L E  S P L I T

OWNER.
所有・投資に専念

運用の手間なく、安定した収益を目指せます。

株式会社RIPACE.
総合窓口・管理・設置・申請を一括

ワンストップでサポートします。
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R I S K  &  D I S C L O S U R E

事前の共有と透明性で、納得感のあるプロジェクト進行

投資判断に必要なリスクを事前に把握し、包み隠さずご説明することが、適切なプロジェクト進行の基本姿勢です。

R I S K  0 1

収益の変動性

収益は電力市場の価格変動や需要の変化に応じ

て変動します。完全な固定利回りではなく、市

場と連動したパフォーマンスである点に留意が

必要です。

R I S K  0 2

制度変更の影響

再エネ政策や国の規制変更により、運用条件が

将来変わる可能性があります。アグリゲーター

と共に最新動向を注視し、適切に対応します。

R I S K  0 3

厳格な連系条件

すべての土地で設置できるわけではありませ

ん。電力系統の空き状況や接道・フェンス等の

物理的要件を、クリアする必要があります。

これらの条件やリスクを事前に包み隠さず共有し、

納得いただいた上でプロジェクトを進行します。
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S U M M A R Y  &

R O A D M A P

提案のまとめと、導入までの5段階

V A L U E

貴社の空きスペースを有効活用し、

持続可能で強靭な資産運用を支援する。

● 収益化: 遊休スペースを活用し、安定した賃料収入を創出

● 環境価値向上: 再エネ活用・ピークカットで CO2削減と環境価値向上へ

貢献

R O A D M A P 5  S T E P S

N E X T  A C T I O N

まずは、対象の空きスペースの配置を
確認のうえご案内します。

設置可能区画と条件整理を初期無料でご提案。正式なお見積りは現地調査完了後にお出しします。

株式会社R I PACE
LET'S GO
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01

候補区画の選定

設置可能な区画を

敷地全体から選ぶ

02

現地調査

電力会社との協議を

含む詳細調査

03

区画・条件整理

技術・運用条件を

確定

04

概算条件の提示

収益・コスト・

スケジュール感

05

導入判断

条件を

ご確認のうえ判断



A P P E N D I X

免責事項およびご留意事項

01 本シミュレーションは一定の前提に基づく簡易収支モデルであり、実際の収益・費用を保証するものではありません。

02 電力市場価格などの将来予測は想定値であり、大きく変動する可能性があります。

03 蓄電池の経年劣化、設備故障、自然災害の影響は反映されていない場合があります。

04 託送料金、再エネ賦課金などの関連制度は今後変更される可能性があります。

05 償却資産税、消費税還付、法人税等の個別税務計算は含まれておりません。お客様の状況に応じた別途確認が必要です。

06
投資判断はお客様ご自身の責任において行ってください。本資料の利用により生じた損害について、当社は一切の責任を負いません。

ご不明な点や追加のシミュレーション条件については、

担当者までお気軽にお問い合わせください。

©  2 0 2 6  R I P A C E  /  G i r a s o l  E n e r g y  I n c .

空きスペース蓄電所  提案資料  ／  本資料は関係者限定です  — Confidential
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